
次の問いに答えなさい。１

　


 
，



 
のとき，     である。

　の正の約数をつずつすべて並べたデータの中央値は である。

　ベクトル，  の大きさが最も小さくなるのは のときである。

　曲線  上の点 ， における接線の傾きは である。

次の問いに答えなさい。２
　大中小個のさいころを同時に投げるとき，出る目の和がになる確率は

　である。

　方程式


 

    の解は である。

　とする。方程式 を満たすの値は

　である。

　＜解答群＞

　　　　



　　




　　




　　




　　




　　




　　




　　

　，は実数とする。条件「」は条件「    」であるための

　 。

　＜解答群＞

　　必要条件であるが十分条件ではない　　十分条件であるが必要条件ではない

　　必要十分条件である　　　　　　　　　必要条件でも十分条件でもない

第項が，初項から第項までの和がの等差数列がある。３

　この数列の初項は であり，公差は である。

　この数列の初項から第項までのうち，で割って余る項のすべての和は

　である。

　この数列の初項から第項までのうち，で割って余る項のすべての和は

　である。
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つの関数４

   



 ，       




，       





がある。座標平面において，曲線   と直線



で囲まれた部分の面積を  ，

曲線   と直線



で囲まれたつの部分の面積の和を  ，曲線   と

直線



で囲まれたつの部分の面積の和を  とする。次の問いに答えなさい。

　  

　  

　  

辺の長さがの正四面体において，辺の中点を，線分上の点を，５
辺の中点を，線分上の点を，線分と線分の交点をとする。

であるとき，次の問いに答えなさい。

　

　



のとき， である。

　，，を実数とする。のとき，とおくと，

　 ， である。
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